

















































































































































































































の動詞は単独で使われるケースが少なく, ｢且中｣ (来る) ｢7tq｣ (行く)
日本人母語話者の韓国語翻訳に現れる誤用傾向　JgJ
｢喜q-｣ (置く)などの動詞を組み合わせた合成語, ｢tl且q｣ (出てくる)

































































































対する依頼なので｢～ (旦) Jkll且｣は使えなくて, ｢～OT,/ol/d]千月1且｣






















を使うが, ｢雪月l-甘当寺せol % 7}olq｣ (すぐに世の終わりが訪れるだ
ろう)の場合は｢書聖｣の方がふさわしい｡ ⑲の二番目の誤用にはもう一





























在しない｡こうした例はこれ以外にも｢心配｣ ｢上手｣ ｢下手｣ ｢半分｣ ｢得
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